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赤石 孝次
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・財政社会学，日本税制論，租税政策論
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県政策評価委員会委員長（～令和５年３月）
・長崎市経済活性化審議会会長（～令和４年３月）
・長崎市伊王島２施設指定管理審査会会長（～令和４年３月）
・新市庁舎包括管理業務委託審査会会長（～令和４年３月）
・長崎市住宅審議会委員（令和５年３月）

井田 洋子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・フランスの政治制度
＜論文＞
・‘Le système imperial et l’article ９ de la Constitution japonaise de １９４６’“Lirréductible origi­
nalité des systèmes constitutionnels à la lumière des expériences française et japonaise”, So­
ciété de Législation Comparée, novembre２０２１, pp.３２９­３３６. 単
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・九州法学会 理事会 理事 当分の間
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県コンプライアンス委員会 委員 ２０２０年７月～２０２２年６月
・長崎県行政不服審査会 会長 ２０２２年４月～２０２４年３月

井畑 陽平
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・不公正な取引方法における「不公正」の検討
・英米法における“restraint of trade”概念の変遷に係る検討
・データ駆動型経済における「競争の実質的制限」の内容に係る検討
＜論文＞
・「アプリに関するサービスと市場画定」（単）『情報通信学会誌』３９巻３号，２０２２年１月
・「米国反トラスト法によるデジタルプラットフォーム（GAFA）規制――司法の動向を中心に」（単）
『NBL』１２０９号，２０２２年１月
・「私的独占・不公正な取引方法――データやネットワーク効果はどのようにして競争を損なうのか」
（単）『法学教室』４９３号，２０２１年１０月

長崎大学経済学部
学術・研究活動及び学外活動報告

令和３年度
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＜総説（学外の新聞，雑誌，学内報における解説，レポート，エッセイ等）＞
・｢デジタル時代の競争を考える（１）～（１０）｣（単），『日本経済新聞：経済教室面（やさしい経済学）』４８５１５
号～４８５２８号（日本経済新聞社），２０２１年４月
＜科研費（採択のみ）＞
・「プラットフォームの影響力拡大に伴う多元的リスクに対応した次世代規制の包括デザイン」基盤研究
（A）（研究分担者），２０２２年度から２０２６年度まで（予定）
・「データ駆動型経済における巨大 IT企業間の競争と取引の公正性確保とに係る比較法研究」基盤研究
（C）（研究代表者），２０２０年度から２０２２年度まで（予定）
＜学会発表＞
・「『アプリの配信』と『アプリ内課金』に係る制限と反トラスト法――Epic Games v. Apple事件」（単），
独禁法研究会，２０２１年１２月４日，オンライン開催（株式会社商事法務後援）
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
（国）
・独占禁止政策協力委員，委員，２０２２年３月２１日から２０２４年３月２０日まで
（市町村）
・長崎市政治倫理審査会，委員，２０２１年２月２５日から２０２３年２月２４日まで
・対馬市入札監視委員会，委員，２０２１年９月１日から２０２３年８月３１日まで
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「令和３年度 九州地区 独占禁止政策協力委員意見聴取会」独占禁止懇談会（公正取引委員会主催），２０２１
年５月２７日，オンライン開催

大角 道子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・所得私的情報の下で貧困や格差を回避する社会保険の仕組みの構築
＜論文＞
・「確率的な発生時間の災害に備える意思決定: 将来に向けた時間の隔たりが大きいほど弱まる焦燥によ
る解釈」（単）『損害保険研究』８３巻４号,２０２２.２.
＜ワーキング・ペーパー＞
・“The Incentive Effect of Full and Garbled Reporting: Theory and Experiment”（共） joint with
Y. Funaki, E. Halim, and Y. E. Riyanto, SSRN working paper, Abstract id=４０１５６１４,２０２２.１.
＜学会発表＞
・The Incentive Effect of Full and Garbled Reporting: Theory and Experiment（共）CEFM Work-
shop,２０２２.２, Waseda U., Japan, online
・The Role of Information Design in Facilitating Trust and Trustworthiness（共）joint with S.
Chiba, Game Theory Society World Congress（GAMES）,２０２１.７ Budapest, online
・The Role of Information Design in Facilitating Trust and Trustworthiness（共）joint with S.
Chiba, European Meeting on Game Theory（SING１６）,２０２１.７, Granada U., online
・The Incentive Effect of Full and Garbled Reporting: Theory and Experiment（共）Econometric
Society（ES）Asian Meeting,２０２１.６, Curtin U., online
・The Incentive Effect of Full and Garbled Reporting: Theory and Experiment（共）Economics
Science Association（ESA）Global Online Meetings,２０２１.７ online
・The Incentive Effect of Full and Garbled Reporting: Theory and Experiment（共）European As-
sociation for Research in Industrial Economics（EARIE）Annual Conference,２０２１.８, Bergen, on-
line
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＜その他＞
・日本学術振興会研究拠点形成事業先端拠点形成型「金融市場実験研究の国際拠点の構築」（コーディネー
ター 船木由喜彦）２０２０-２０２５拠点メンバー

岡田 裕正
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・損失負担を通じた損益計算における会計の利害調整機能の研究
＜著書＞
・『入門テキスト商業簿記（第２版）』（共），中央経済社，２０２１年４月。
＜論文＞
・「利益の２種類のリサイクリング」（単），『経営と経済』第１０１巻第４号，２０２２年３月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「ROEを利用したリスクアペタイト（損失許容限度）指標の研究」（単），２０２０年４月～２０２３年３月。
＜その他＞
・｢リスクテイクと企業成長の両立に関する試論｣（単），『会計理論学会年報』第３５号，２０２１年９月。
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『会計理論学会年報』，編集委員長，２０１９年１２月～２０２２年１０月。
＜学会などにおける委員としての活動＞
・会計理論学会，理事，２０１９年１２月～２０２２年１０月。
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・独立行政法人大学改革支援・学位授与機構，現況分析部会専門委員，２０２０年３月～２０２１年７月。
・長崎地方労働審議会，会長，２０２１年１１月～２０２３年１０月。
・長崎地方最低賃金審議会，委員，２０２１年５月～２０２３年３月。
・地方独立行政法人長崎市立病院機構評価委員会，委員長，２０２１年７月～２０２３年７月。
・長崎市建築審査会，委員，２０２１年７月～２０２３年６月。
・長崎保護司選考会，委員，２０１９年１１月～２０２１年１０月。

小野 哲
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・DX環境下の管理会計システム
＜著書＞
・『入門テキスト商業簿記＜第２版＞』（共），中央経済社，２０２１年。

加藤 誠
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・貿易救済措置の保護主義的濫用の防止
・知的財産侵害物品の水際取締措置

工藤 健
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・デフレ下の金融・財政政策のあり方について
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＜論文＞
・「日本の財政赤字は持続可能な水準か――課税平準化と利払いを考慮した分析」（単），『経営と経済』
１０１巻４号，２０２２年３月
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県職業能力開発審議会，委員，２０２０年１１月～２０２２年１０月
＜公開講座・市民講座＞
・『大村高等学校大学セミナー（長崎県高大連携事業）』，「経済学で現代社会を読み解く」，２０２１年９月１０
日
＜その他＞
・『第６４回全九州商経ゼミナール長崎大学大会』助言講師，２０２１年１１月１４日
・『ISFJ２０２１政策フォーラム』金融・財政（２）分科会コメンテーター，２０２１年１２月１１日

式見 拓仙
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・事後分布と大偏差確率

式見 雅代
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・金融政策と企業金融
＜ワーキング・ペーパー＞
・Masayo Shikimi（２０２１）“Exceptionally Low Interest Rate Policy, Risk-Taking Channel, and
Bank Competition: Evidence from Loan-level Data”, SSRN working paper, SSRN: https://ssrn.
com/abstract=３８１６５７８ or http://dx.doi.org/１０.２１３９/ssrn.３８１６５７８, 単著.
＜科研費（採択のみ）＞
・基盤C「低金利政策と銀行の貸出行動，企業の創出，地域格差に関する実証分析」（単），２０２０年４月～
２０２４年３月.
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・「コロナ禍における銀行貸出に関する実証分析」（単），２０２１年１１月～２０２４年３月，公益財団法 人全国
銀行学術研究振興財団.
・「COVID-１９と銀行貸出」（単），２０２２年２月～２０２４年１月，日本経済研究奨励財団 日本経済研究センター
研究奨励金.
＜学術研究講演（大学，学会，研究機関等）＞
・“Exceptionally Low Interest Rate Policy, Risk-Taking Channel, and Bank Competition: Evi-
dence from Loan-level Data”, World Finance Conference, August８,２０２１, Online.
・“Exceptionally Low Interest Rate Policy, Risk-Taking Channel, and Bank Competition: Evi-
dence from Loan-level Data”, JFA PBFJ Special Issue Conference, March１４,２０２２, Online.

宍倉 学
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・ICT及びメディア分野の経済主体の行動，市場構造及び競争環境を研究。また同市場への公共関与の影
響もしくは在り方を研究。
＜科研費（採択のみ）＞
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・「メディアの情報伝達バイアスと競争政策の在り方に関する研究」（１９K０１６８８）（分担）
＜学会発表＞
・「ネット動画配信の参入による視聴環境変化が公共放送に与える影響－公共放送に対する私的便益の推
計と影響要因の分析－」２０２１年度春季（第４４回）情報通信学会全国大会
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・公益事業学会編集委員（２０２１年４月～ ２年間）
・情報通信学会編集員長（２０２１年４月～現在 ２年間）
・総務省情報通信政策研究所編集委員会委員（２０１９年４月～現在）
＜学会などにおける委員としての活動＞
・公益事業学会学会プログラム委員（２０２１年４月～）
・公益事業学会理事（２０２１年４月～）
・日本経済政策学会西日本部会理事（２０１６年５月～）
・情報通信学会常任理事（２０２１年４月～）
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市清掃審議会委員（２０１９年１１月～２０２２年１月まで）
・長崎市市民生活プラザ指定管理者候補者選定審査会座長（２０１９年６月～）
・長崎上下水道事業審議会委員（２０２０年３月～）
・長崎県信用保証協会常勤理事候補者選考委員会委員（２０２０年２月～）
・長崎市ブランド振興会「長崎市特産推奨品審議会」委員（２０２０年１１月～）
・長崎ケーブルメディア番組審議委員（２０１２年６月～）
・総務省情報通信政策研究所客員研究官（２０１２年４月～）

島田 章
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・国際労働移動
＜論文＞
・“Increasing the Effectiveness of the Study Migrants’Acceptance Policy”（単著）, Korea and the
World Economy, Vol.２２, No.１, pp.３７-６２, April２０２１.
・“DOES THE HOST COUNTRY EXPERIENCE THE BRAIN DRAIN OR THE BRAIN GAIN
BY ACCEPTING STUDY MIGRANTS?”（単著）, Business & Economy, vol.１５, pp.２６０-２７７, Sep-
tember２０２１.
・“Should Host Countries Regulate or Deregulate the Labour Immigration Policy when Accept-
ing Study Migrants?”（単著）, 佐賀大学経済論集, ５４巻４号（木戸田力教授退職記念号）, pp. ２５-４９,
２０２２年３月.
＜学会発表＞
・“Does the host country experience the brain drain or the brain gain by accepting study mi-
grants?”（単独）, Korean Economic Review International Conference ２０２１, The Korean Eco-
nomic Association,２０２１年７月２８日, オンライン.
・“Does the host country experience the brain drain or the brain gain by accepting study mi-
grants?”（単独）, Economy & Business２０２１,２０th International Conference, International Scien-
tific Events, Flora Expo Center, Burgas, Bulgaria,２０２１年８月２３日, オンライン.
・“Should Host Countries Regulate or Deregulate the Labour Immigration Policy when Accept-
ing Study Migrants?”（単独）, The International Conference of the Association of Korean Eco-
nomic Studies（AKES）on Korea and the World Economy, XIX, Paradise Hotel Busan, Busan,



92

Korea,２０２１年８月２６日, オンライン.
・“Does the host country experience the brain drain or the brain gain by accepting study mi-
grants?”（単独）, EconTR２０２１, III. International Conference on Economics, Başkent University,
Ankara, Turkey,２０２１年９月４日, オンライン.
・“Should Host Countries Regulate or Deregulate the Labour Immigration Policy when Accept-
ing Study Migrants?”（単独）, ETSG２０２１GHENT, Twenty-second Annual Conference of the
European Trade Study Group, Ghent University, Ghent, Belgium,２０２１年９月１０日, オンライン.
・“Should Host Countries Regulate or Deregulate the Labour Immigration Policy when Accept-
ing Study Migrants?”（単独）, The２０th International Conference of the Japan Economic Policy
Association: Economic Policy Studies in Retrospect and Prospect, 東京大学, ２０２１年１１月７日, オ
ンライン.
・“Should Host Countries Regulate or Deregulate the Labour Immigration Policy when Accept-
ing Study Migrants?”（単独）, Bolivan Conference on Development Economics２０２１, Universidad
Privada de Santa Cruz de la Sierra（UPSA）, Bolivia,２０２１年１１月１８日, オンライン.
・“On Compatibility of Study Migrants’Acceptance Policies and Immigration Policies”（単独）,
International Symposium “Global Migration Phenomenon”, The Capital City Conferences, An-
kara,Turkey,２０２２年３月２３日, オンライン.

徐 陽
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・財務会計，MFCA会計
＜著書＞
・『入門テキスト商業簿記（第２版）』（共），第１１章～第１４章担当，中央経済社，２０２１年４月。
＜論文＞
・「A Comparative Study on Chinese and Japanese Greenfield Investment and the Effects」
（共），『経済学部研究年報』第３７巻，２０２１年６月，pp.１９-３８.
・「China’s Outward Foreign Direct Investment and Regional Innovation: Based on a View of
Firm Ownership」（共），『経営と経済』第１００巻第４号，２０２１年６月，pp.２３３-２４６.
・「対外直接投資の視点からみた中国の脱工業化および経常収支の問題」（共），『経営と経済』第１０１巻第
１・２・３号，２０２１年１２月，pp.４５-７８.
・「Stylized Facts about manufacturing outward foreign direct investment and China’s premature
deindustrialization」（共），『東南アジア研究年報』第５７集，２０２２年３月，pp.１-１６.
・「Empirical Study on Manufacturing Outward Foreign Direct Investment and Premature Dein-
dustrialization」（共），『東南アジア研究年報』第５７集，２０２２年３月，pp.１７-３２.
・「Can Outward Foreign Direct Investment in Producer Services Alleviate Premature Deindus-
trialization ?」（共），『東南アジア研究年報』第５７集，２０２２年３月，pp.３３-４８.
・「OFDI of Chinese Private Enterprises and Deindustrialization」（共），『東南アジア研究年報』第
５７集，２０２２年３月，pp.４９-６４.
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・公益財団法人メルコ学術振興財団助成金「MFCA適用企業の効率性とその要因分析」（共），２０２２年４月
～２０２３年３月。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本会計研究学会九州部会，幹事，２０１７年度から今日に至る。
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
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・長崎県出資団体点検評価委員会，委員，２０１９年３月１５日～２０２５年３月１４日。
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・国際公会計学会第２５回全国大会準備委員長および理事，２０２１年１０月～２０２３年３月。

白水 桂子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・会話中のメタファー機能について

須齋 正幸
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・国際金融市場のミクロ構造分析
＜論文＞
・Nakov.L, Susai.M, Ivanovski.I, Ibata.Y, and E.Naumovska,“Managing the sustained protection
of customer rights on selected financial markets - comparative analyses of European and
Japanese practices,”The Financial Ombudsman’s Office of Poland Research and Analysis De-
partment（ed）, Consumer protection on financial markets: Recent developments across Europe,
２０２１
・Feng.Q, Tao.Q, Sun.Y and M.Susai,“Fresh look or false advertising: Modeling of investor at-
tention based on corporate name changes,”Finance Research Letters, in press（available online
１０ November２０２１）（corresponding author）
・Stenfors.A, Susai.M, Soviany.C and K.Vakili,“Detecting Cross-Market Manipulation Using
AI,”mimeo,２０２２
＜科研費（採択のみ）＞
・科学研究費補助金 基盤研究B「情動と資産価格の短期変動：セロトニントランスポーター遺伝子の分
布特性に着目して」（共），２０１８～２０２２年度
＜学会報告＞
・Susai.M and L.Nakov,“Managing Dynamic employee capabilities in function of Role-based en-
gagement: Comparative analyses of European Union and Japanese experience in times of
COVID１９,”１７th International Conference of ASECU,２５th Anniversary of ASECU８th General
Assembly of ASECU Members, Sept,１３ and１４,２０２１
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『Journal of International Market, Institution and Money』，reviewer.
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・専門審査委員，日本学生支援機構
・政策アドバイザー，雲仙市
・SDGs推進アドバイザー，兵庫県多可町
＜その他＞
・出島リサーチ＆コンサルツ，代表取締役社長

高井 計吾
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・バイオベンチャーにおける提携ネットワークと出口戦略への効果
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・地域産業における分業ネットワークの構造変化
・宿泊産業における所有形態とレジリエンスの関係
＜論文＞
・「バイオベンチャーの研究開発活動における提携ネットワークの効果」（単），博士論文（京都大学），２０２２
年３月
＜学会発表＞
・「Multi-unit management and sales performance in Japanese hotel groups: Comparison of di-
rect control and external alliances in late ２０１０’s」（共），APacCHRIE Conference ２０２１，２０２１年
６月４日，オンライン開催
・「“Hachette Livre”が勧める京都の旅路－観光地の中心性分析－」（共），日本観光研究学会，２０２１年
１２月，オンライン開催
・「日本のホテル・グループにおける多店舗組織の経営形態と売上業績－２０１９年データの計量分析－」
（共），日本観光経営学会，２０２２年１月８日，オンライン開催

高橋 史早
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・消費行動（顧客価値，口コミなど）
＜科研費（採択のみ）＞
・「小売サービスにおける顧客価値に関する実証研究」（単），２０１９年度～２０２３年度
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市国民健康保険運営協議会委員（令和４年１月～）

張 笑男
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・会社法上の監査機関のあり方に関する研究
＜論文＞
・「「監査役監査基準」の裁判規範における位置付けに関する若干の考察」（単）砂田太士・ 久保寛展・
高橋公忠・片木晴彦・徳本 穣編『企業法の改正課題』』３０９頁－３２１頁（法律文化社，２０２１年７月）
＜科研費（採択のみ）＞
・「会社法上の監査機関のあり方に関する比較法研究 」（単）２０２０年４月~２０２３年３月
［学外活動］

＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「監査役監査基準の法的位置付け―裁判例から紐解く役割と意義」，『公益社団法人日本監査役協会九州
支部講演会』２０２１年１２月６日，オンライン会場開催（主催：公益社団法人日本監査役協会九州支部）

津留崎 和義
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・動的計画法
＜翻訳＞
・｢プラネタリーヘルス－私たちと地球の未来のために－｣（第１５章監訳協力），丸善出版，令和４年３月。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本オペレーションズ・リサーチ学会，九州支部，監事，平成２９年度～令和３年度。
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成田 真樹子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・スペインへの直接投資の要因とその効果
・高齢者の豊かさとQOLの研究
＜論文＞
・“Japanese FDI in Spain: why do Japanese firms locate in Catalonia?”（単），Biswas, P. K. and
Dygas, R.（eds.）, Asian Foreign Direct Investment in Europe, Chap.６, Routledge,２０２１年７月。
＜学会発表＞
・“Regional disparities in Spain under the Covid-１９ pandemic”（単），Association for Contempo-
rary Iberian Studies４２nd Annual Conference，２０２１年９月２日，オンライン。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県土地利用審査会委員，２０１９年１１月１日～２０２２年１０月３１日。
・長崎県開発審査会委員，２０２０年９月１日～２０２２年８月３１日。
・長崎県建築審査会委員，２０２１年８月１日～２０２３年７月３１日。
・長崎市国民健康保険運営協議会委員，２０１９年１月１０日～２０２２年１月９日。
・長崎市入札監視委員会委員，２０２０年４月１６日～２０２２年４月１５日。
・長崎市行政改革審議会委員，２０２１年７月１日～２０２３年６月３０日。
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・長崎大学卓越大学院プログラム・日英公開シンポジウム，分科会司会，２０２２年３月７日，オンライン。
＜公開講座・市民講座＞
・「なぜ保護貿易政策を行うのか？」，長崎県高大連携事業，２０２１年７月３日，長崎県立壱岐高校。
・「なぜ保護貿易政策を行うのか？」，長崎県高大連携事業，２０２１年８月２３日，長崎県立口加高校。

西村 宣彦
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・小規模宿泊事業者の経営環境激変期における組織能力に関する研究
＜科研費（採択のみ）＞
・「外部環境激変期の中小宿泊業の経営効率性と組織能力の関係の時系列分析」（単），２０２２-２０２５
＜その他＞
・長崎県統計課委託研究「女性の県外流出に関するデータ分析」/「大学生の就職意識調査」
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県公益認定法人等審査委員会委員長，２０１８-２０２４
・長崎市総合計画審議会会長，２０１８-２０２４
・長崎市地域コミュニティー推進委員会会長，２０１６-２０２４

林 徹
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・組織の重心と剛心
・経営意欲に影響を与える要因
・アニマル・セラピーの職場等での適用
＜論文＞
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・「コミュニティ条項論争：資本回収からの一考察」（単），『長崎大学経済学部研究年報』第３７巻，１-１７
頁，２０２１年６月。
・「重心の概念：クラウゼヴィッツとバーナードを中心に」（単），『経営と経済』第１０１巻第１・２・３号，１
-１６頁，２０２１年１２月。
＜研究ノート＞
・「起業家情報とリテラシー」（単），『経営と経済』第１０１巻第４号，３９-５６頁，２０２２年３月。
＜資料＞
・「長崎高等商業學校傭外国人官舎の痕跡と起源」（単），『経営と経済』第１０１巻第４号，５７-７７頁，２０２２
年３月。
＜学会発表＞
・「ボートレース大村の組織革新」（単），日本経営学会九州支部例会，２０２１年１１月２７日，（ZOOM開催）。
・「マンション管理の組織論的考察」（単），経営学史学会・経営行動研究学会・経営哲学学会の三部会合
同の九州部会，２０２２年３月５日，（ZOOM開催）。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・厚生労働省，長崎地方最低賃金審議会，公益代表委員，２０２１年４月-２０２２年３月。
・一般財団法人クリーンながさき，理事（設立時より重任）。
＜講演会＞
・全国ライブ配信講演会｢永続発展を目指した企業の能力と評価｣公益社団法人日本監査役協会九州支
部，２０２１年４月２６日。
＜公開講座・市民講座＞
・『出前講義（高大連携事業）』，「経済学部の進路・カリキュラム・入学者選抜」，長崎県立長崎北高等学
校，２０２１年６月１７日。
・『出前講義（志望学部別高大ジョイントセミナー）』，「経済学・商学・経営学の異同，モノポリー対戦
を通じたアクティブラーニング」，福岡県立城南高等学校，２０２１年７月９日。
・『出前講義（高大連携事業）』，「経済学部の説明，模擬講義」，長崎県立川棚高等学校，２０２１年７月２９日。
＜その他＞
・『教員免許更新講習』，【選択】現代社会と経済・経営，長崎大学経済学部新館２０９-２１０演習室，２０２１年
５月２２日。
・（助言・指導）長崎県消防保安室「消防団員の確保に向けた事業所との連携強化」，長崎県庁３階消防
保安室内執務室会議室，２０２１年６月２５日。

林川 万理水
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・職場におけるレジリエンス向上と能力発揮に関する研究―心身一元論によるアプローチ

深浦 厚之
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・市場交換過程における貨幣の交換媒体機能と情報伝達機能の考察
＜論評＞
・「ウィズコロナ社会とはどういうことか？」（単），『ながさき経済』春号，２０２２年３月
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『九州経済学会年報』，編集委員，２０１６年４月から
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＜学会などにおける委員としての活動＞
・九州経済学会，理事，２０１４年４月から
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市公務災害補償等審査会，委員，２０１８年４月～
・長崎県信用保証協会外部評価委員会，会長，２０１６年４月
・長崎県地域ジョブ・カード運営本部，本部長，２０１４年４月～
・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営委員会，会長，２０１４年４月～
・長崎労働局地域共同就職支援事業企画審査委員会，会長，２０１４年４月～

福澤 勝彦
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・労働のモジュール化
＜科研費（採択のみ）＞
・「アジア地域におけるサプライチェーンと雇用の変化に関する総合的研究」（共），２０２０年４月－２０２３年
３月。
・「人的資源量推定モデル開発に関する経済学・経営学的研究」（共），２０１８年４月－２０２１年３月。
＜学会発表＞
・「グローバル・サプライチェーンの直面する問題と雇用への影響」（共），九州経済学会第７１回大会，２０２１
年１２月４日（土），九州大学伊都キャンパス。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県労働委員会，公益委員，会長代理，２０２３年１０月３１日まで。
・長崎労働局 公共調達監視委員会，委員，２０２２年３月３１日まで。
・長崎労働局 長崎県労働関係紛争参与，２０２３年３月３１日まで。
・長崎労働局「令和３年度中小企業・小規模事業者に対する働き方改革推進支援事業に係る技術審査委員
会，委員，２０２２年３月２日。
・長崎県商業教育研究会「第６回ビジネスアイデアコンテスト」，審査委員長，２０２１年１２月２日（木）。

藤田 泰昌
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・貿易や核拡散をめぐる政治，諸政策に対する人々の意識調査，比較方法論
＜科研費（採択のみ）＞
・「日欧市民の貿易政策に関する選好：日独伊でのサーベイ実験による研究」（単），２０２１-２３年度。
＜学会発表＞
・“COVID-１９ and Social Division over the Role of the State in Japan”（共），The２nd Congress
of East Asian Sociological Association，２０２１年１０月２９日，Pugyong National University（Online）。
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『行動計量学』，編集委員，２０１５年６月～。
・『データ分析の理論と応用』，編集委員，２０１８年４月～。
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本行動計量学会，広報委員会，副委員長，２０１８年４月～。
・East Asian Sociological Association, Executive Committee, Member,２０１７年１０月～.
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辺見 英貴
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・職場における従業員の沈黙および発言，組織行動論
＜論文＞
・「コンピュータ媒介型コミュニケーションが向社会的沈黙に与える影響の質的調査」（単），『経営と経
済』第１０１巻第１-３号，１７-４４頁，２０２１年１２月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「複数場面における従業員の沈黙および発言の切り替えに関する質的研究」（単），令和３～４年度。
＜学会発表＞
・「コンピュータ媒介型コミュニケーションが従業員の沈黙および発言に与える影響の質的調査」（単），
人材育成学会，２０２１年１２月１２日，オンライン方式（宮城大学）。

松木 佑介
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・実証産業組織論，応用計量経済学
＜論文＞
・“Rent distribution in an ex-vessel auction market of fisheries”（共）, Marine Policy, Volume
１３３, November２０２１,１０４７７１.
・“The long-run effects of congestion tolls, carbon tax, and land use regulations on urban CO２
emissions”（共）, Regional Science and Urban Economics, Volume９２, January２０２２,１０３７５０.

丸山 真純
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・異文化コミュニケーション
・リンガ・フランカとしての英語
・英語教育（とくに，リーディング）
・トランスランゲージング
＜論文＞
・「知的営為としての異文化コミュニケーション研究－知，教育，権力，研究者の関係を中心として－」
（単），『長崎大学経済学部研究年報』３７，２０２１年６月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「異文化ビジネスの事例を用いた英語オンライン多文化共修の教材の開発と総合的評価」（研究代表
者），３年（基盤C）。
・「３ラウンドの理論に基づく教材開発と評価システムの構築」（研究分担者），３年（基盤C）。
・「高等学校におけるESDと大学における異文化コミュニケーション教育の接続と開発」（研究分担
者），３年（基盤C）。
・「CLIL的方法と３ラウンドの理論に基づく動画教材の作成と評価体系の構築」（研究分担者），３年（基
盤C）。
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・「フィンランドのシティズンシップ教育（多様性教育・多文化共生）の現状と課題」スカンジナビア・
ニッポン ササカワ財団助成金プログラム，（単），１年。
・「日本・フィンランド・米国の『文化の三角測量』に関する研究」公益財団法人国際文化交流事業財団
人物交流派遣，（単），１年。
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・「日米フィンランドの「文化の三角測量」を通じた異文化理解促進方法の構築とフィンランドのシティ
ズンシップ 教育（多様性教育・多文化共生）の現状と課題」公益財団法人村田学術振興財団研究者海
外派遣援助，（単），１年。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本コミュニケーション学会九州支部，運営委員（ニュースレター担当），２年。

南森 茂太
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・三田往還整備事業にみる神田孝平県令時代の兵庫県住民による受益者負担の思想の受容
＜著書＞
・増崎英明編著・長崎大学地域文化研究会著『今と昔の長崎に遊ぶ』九州大学出版会，２０２１年７月（担当：
分担執筆，範囲：「長崎における海軍伝習―新知識・新技術導入の窓口として」）。
＜科研費（採択のみ）＞
・「三田往還整備事業にみる神田孝平県令時代の兵庫県住民による受益者負担の思想の受容」（単），２０１８
年４月 -２０２２年３月。
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・九州大学出版会 第１３回 九州大学出版会・学術図書刊行助成，２０２１年９月。
＜学会発表＞
・「神田孝平県令時代の「村会」における「道」創設構想」日本経済思想史学会第３２回全国大会，２０２１年
６月１３日，オンライン開催。
・「神田孝平の地方財政論」経済学史学会第８５回全国大会，２０２１年９月２５日，オンライン開催。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本経済思想史学会，幹事，大会担当，２０１８年６月－現在
・経済学史学会，企画交流委員，２０１９年６月－現在
＜公開講座・市民講座＞
・『茶の間の経済学』，「長崎における海軍伝習 ―新知識・新技術導入の窓口として―」，２０２１年１０月２日，
長崎市北公民館。

森保 洋
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・経済政策不確実性が金融市場に与える影響に関する実証分析
・日本銀行のETF買い入れ政策が日本経済に与える影響に関する実証分析
・高頻度取引が株式市場に与える影響に関する実証分析
＜科研費（採択のみ）＞
・「経済政策不確実性が我が国現物経済に与える影響：ミクロデータからのアプローチ」（共同），２０２０年
度～２０２３年度
・「コーポレートガバナンスと経験：新しいデータ構築と実証的解明への挑戦」（共同），２０１９年度～２０２３
年度
＜学会発表＞
・“Value of Payouts in the Course of Corporate Governance Reform”（共同），日本ファイナンス
学会，２０２１年１１月２０日，オンライン開催
［学外活動］
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＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『証券経済研究年報』，編集委員，２０２１年度
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・福岡財務支局，アドバイザー，２０２１年度

山内 伸隆
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・租税法
・行政効率化

山口 純哉
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
地域経済・社会の持続可能性を高めるための個人消費，企業経営や地域政策のあり方をテーマに，以下
について検討している。
・地域経済における域内循環を促すには，どのような地域政策が求められているのか。
・プラネタリーヘルス，SDGs，エシカルやESGなどをNPOや企業の戦略に位置づけるには，どのよう
な経営が求められているのか。
・地域の人口が減少するなかで，個人，NPO，企業や地方自治体は，どのような将来像を共有し，どのよ
うな機能を提供するために，どのように協働することが求められているのか。
・東日本大震災等の被災地における地域経済の復興にかかる政策が抱える課題は何か。
＜論文＞
・「豊かな暮らしをつくる市民参加と協働のまちづくり」（単），『ながさき自治研』ブックレット３，２０２１
年６月。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・諫早市商工会議所，経営発達支援計画評価委員会，委員長，２０１６年５月～現在。
・雲仙市中小企業振興会議，会長，２０１７年１０月～現在。
・雲仙市入札監視委員会，委員，２０２１年４月～現在。
・大村市市民協働アドバイザー，２０１７年４月～現在。
・大村市中小企業振興会議，会長，２０１４年４月～現在。
・大村市都市計画マスタープラン等策定検討委員会，会長，２０２０年１０月～２０２２年３月。
・大村市未来都市構想策定委員会，会長，２０２１年１０月～現在。
・環境省九州地方環境パートナーシップオフィス運営委員会，委員，２０２０年７月～現在。
・国土交通省九州地方整備局新広域道路交通計画有識者懇談会，委員，２０２１年５月～現在。
・西海市総合計画審議会，会長，２０２２年２～３月。
・西海市地方創生交付金外部評価委員会，委員，２０１７年３月～現在。
・島原市政策評価委員会，委員長，２００９年７月～現在。
・長崎県住宅政策懇談会，委員，２０２１年７月～現在。
・長崎市市民活動センター運営委員会，委員，２０１８年４月～２０２２年２月。
・長崎市市民力推進委員会，委員長，２０１５年７月～現在。
・長崎市中心市街地活性化協議会，委員，２０１４年８月～現在。
・長崎市提案型協働事業審査委員会，委員長，２０１５年７月～現在。
・長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会，会長，２０１５年８月～現在
・長崎商工会議所，経営発達支援計画評価委員会，委員長，２０１６年５月。



101

・長崎連携中枢都市圏ビジョン会議，座長，２０１６年８月～現在。
・宮崎市市民活動センター評価委員会，委員長，２０１９年４月～現在。
＜報告書（国，県，市町村，企業等からの依頼による）＞
・『２０２１さいかいほっと券プレミア５０加盟店・利用者アンケート調査結果報告書』（単）西海市商工会，２０２２
年２月。
・『２０２１さいかいほっと券プレミア５０２１消費喚起効果測定結果報告書』（単）西海市商工会，２０２２年２月。
・『２０２１さいかいほっと券プレミア５０２１消費者購買実態調査報告書』（単）西海市商工会，２０２２年２月。
・『第３回新型コロナウイルス感染症等緊急アンケート調査結果報告書』（単）長崎県中小企業家同友
会，２０２１年４月。
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「個人・組織の社会性と地域社会の持続可能性」，長崎経済同友会『佐世保地区例会』，２０２１年４月６日，
オンライン。
・「平成の大合併とこれからのまちづくり」，長崎地方自治研究センター『第６回長崎県地方自治研究集
会』，２０２１年６月５日，オンライン。
・「総合計画の策定を起点としたまちづくり」，福岡県上毛町『総合計画策定に係る職員説明会』，２０２１年
７月３０日，オンライン。
・「NPO等と協働する意義と方法，勘所」，長崎県『県職員向け部局別協働研修』，２０２１年８月３０日，８
月３１日，９月２日，１０月２６日，１０月２８日，オンライン。
・「地域社会を取り巻く環境と地域企業」大村商工会議所『地域経済活性化塾』，２０２１年９月２２日，１０月
７日，１０月２７日，大村商工会議所。
・「協働を創る・進める・振り返るためのチェックポイント」，大村市『大村市市民協働に関する職員研
修』，２０２１年１０月７日，２０２２年１月２１日，大村市役所。
・「他地域の事例にみるまちづくりのあり方」，宮崎市『宮崎市まちづくり人材スキルアップ講座』，２０２１
年１０月２１日，宮崎市教育情報研修センター。
・「NPO等と協働する意義と方法，勘所」，長与町『協働のまちづくり研修』，２０２１年１０月２７日，２０２１年
２月１日，長与町役場。
・「東日本大震災から１０年を経た被災地の現状とソーシャルビジネスの必要性」，一般社団法人SINKa『第
１５回九州ソーシャルビジネスフォーラム』，２０２２年２月１８日，オンライン。
＜公開講座・市民講座＞
・『WWL講演会』，「ともに良き世を創るために～問題解決はじめの一歩～」，２０２１年６月１０日，長崎東高
等学校。
・『茶の間の経済学』，「東日本大震災から１０年を経た被災地の現状と課題」，２０２１年１０月８日，長崎市立
北公民館。
・『出前講義』，「「コロナ禍と地域経済学」で考える経済学を学ぶ意義」，２０２１年１０月１５日，長崎女子商業
高等学校。
・『出前講義』，「社会の潮流と地域企業・経済の展望」，２０２１年１０月１９日，長崎女子商業高等学校。
・『キャリア教育講演会』，「ポストコロナの地域社会と働き方」，２０２１年１１月２日，北松西高等学校。
・『長崎大学公開講座：地域～地球社会の未来を拓く企業の取り組み』，「地域社会を取り巻く環境と地域
社会の未来を拓く企業の取り組み」，２０２１年１１月１９日，１２月１０日，オンライン。
＜その他＞
・TV（NBC）「まるわかり経済」，コメンテーター，２０２１年４月～９月（月１回）。
・長崎県中小企業家同友会第２７回経営フォーラム in出島，コーディネーター，出島メッセ長崎，２０２１年
１１月１１日。
・SDGsQuestみらい甲子園九州北部エリア大会実行委員会，委員，２０２１年１１月～現在。
・（仮称）大草地区まちづくり協議会設立準備会，アドバイザー，２０２１年１月～現在。
・対馬グローカル大学，ゼミ担当講師，２０２０年４月～現在。
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・修学旅行受入，宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校，講義・グループワーク，２０２１年１１月１７日。
・TV（KTN）「New Yearながさき２００２～長崎の未来がいよいよ始まる」，コメンテーター，２０２２年１月
１日。

吉沢 裕典
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・情報の経済学
＜科研費（採択のみ）＞
・「公共政策主体による戦略的な情報設計問題の理論的研究」（単），２０２０年４月１日～２０２４年３月３１日
＜その他＞
・Book Review,“Information and Distribution: The Role of Merchants in the Market Economy
Under Uncertainty.”『彦根論叢』第４３１号,２０２２年３月
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『出前講義（高大連携事業）』，「需要曲線の導出」，２０２１年６月１８日，長崎東高等学校。
・『出前講義（高大連携事業）』，「経済学での数学の使われ方」，２０２１年１２月２７日，佐世保北高等学校。
＜その他＞
・『教員免許更新講習』，「繰り返しゲーム」，【選択】現代社会と経済・経営，長崎大学経済学部，２０２１年
５月２２日。


